
2025 年 12 月 24 日  
 

2025 年度  神奈川県細胞検査士会 役員会 議事録  
 

日 時：2025 年 12 月 21 日（日）17:00～18:00 
会 場：神奈川県立がんセンター  管理研究棟 5 階  中会議室  
 
出席者 27 名：今井宏樹、草苅宏有、加戸伸明、阿部直也、  
石井輝子、牛島友則、川井麻衣子、生澤 竜、小山田裕行、  
坂口  忍、佐藤弘康、萩原範子、松倉圭太、森下明博、横屋瀬里香、

宇野絵梨、毛利かれん、島田直樹、高瀬章子、青木瑠伽、  
西尾由紀子、濱村尚也、宮崎小百合、関谷元幹、伊藤 仁、  
仲村 武、磯崎 勝  
 
委任状 7 名：酒井麻衣、森 裕二、湯澤和彦、猪俣美和、土屋有紀、

那須隆二、三田和博 

       
欠席者 0 名  
 

順不同 敬称略  
 
議  事： 
1. 各委員会報告  
 庶務  

・報告事項なし 
 

 学術  令和 6 年度活動報告（資料 1） 
第 30 回神奈川県細胞検査士会学術研修会について（資料 2） 

・生澤学術代表幹事より活動報告がなされた。 
・第 30 回学術研修会開催について説明がなされた。今回は今井会

長と伊藤前会長の退任記念講演であることから多数の参加人数を

見込み、町田市文化交流センターでの開催を企画した。懇親会の

形式を立食にするか着席にするかは参加人数によるため、Google フ

ォームを利用した事前申し込み制とし、広報と協力して案内の用意

を進めることが確認された。会場費を含めた予算が赤字決裁である



ことから、繰越金より補填が承認された。 
 

 広報   
2025 子宮の日活動報告（資料 3） 
・高瀬広報代表幹事より活動報告がなされた。2025 年度子宮の日活

動は天候の急変があり途中で中止となった。余った頒布物は北里大

学オープンキャンパスにて配布を行った。 
・2026 年度の実施日は 4 月 12 日（日）、予備日は 4 月 19 日（日）、例

年通り桜木町駅前にて実施予定であることが報告された。後日、広報

の方々が中心となり参加者を募る予定であると報告された。日本臨床

細胞学会より新しい活動 T シャツが支給される予定である。 
 

2. 令和 6 年度・令和 7 年度会計報告（資料 4） 
・関谷会計代表幹事より報告がなされた。 
・資料 4 の学術研修会参加費の概要欄“69 名分”を“65 名分”に修

正する。 
・磯崎監事より、令和 6 年度会計報告が適正であることが確認された。 

 
3. 令和 8 年度予算案  （資料 5） 

・関谷会計代表幹事より報告がなされた。 
・資料 5 の R7 年度予算額  広報活動費“¥5,000”を“¥15,000”に修正

する。 
・R7 年度より広報活動費を¥15000 に増額したが、神奈川県臨床細

胞学会の会員メーリングリストにて配信することを宮城会長より許可

をいただいたので、ハガキでの連絡は完全に廃止となる。今後は活

動のお知らせはメールで行うことから、予算を減額することが提案さ

れ、承認された。 
・本会の収入は学術研修会の参加費のみであり、ここ数年は学術研

修会の参加人数が伸び悩んでいることもあり、この状況が続くと適正

繰越金水準を下回る見込みが示され、何等かの収入増が必要であ

ることが確認された。 
 

4. 2026 年度～2027 年度役員について 
・次期会長に草苅副会長と島田広報代表幹事が立候補された。次期

副会長に、草苅副会長から川井学術代表幹事と森下幹事が推薦さ



れた。

・草苅、島田両会長候補から所信表明ののち、出席役員による紙面投

票が行われた。その結果、草苅候補が次期会長として選出され、承

認された。

・副会長 2 名については他に立候補、推薦がなかったため川井、森下

両候補が次期副会長として承認された。

・その他の役員については新会長・副会長で協議のうえ選出し、2026
年１月中に役員メーリングリストにて報告することを確認した。

5. その他

なし

以  上
文責：庶務  阿部



令和 6 年度 神奈川県細胞検査士会 学術活動報告 

 

 

令和 7年 12月 21日（日） 

 

 

1. 第 29回神奈川県細胞検査士会学術研修会 

➢ 日時：令和 7年 3月 8日（土）13:30～16:15 

➢ 会場：神奈川県立がんセンター 管理研究棟 5階 講堂 

➢ 参加人数：68名 

 

総 会 

       議長：神奈川県細胞検査士会会長          今井 宏樹 

 

講 演 １ 教育講演 

     「膵腫瘍の組織診及び細胞診の実際」 

       演者：聖マリアンナ医科大学 病理学    野呂瀬 朋子 先生 

 

講 演 ２ 退任記念講演 

      「消化器の細胞診」 

       演者：帝京大学医学部附属溝口病院  臨床病理部 山田 正人 先生 

 

 

2. 〈学術企画〉Webになっても日本臨床細胞学会雑誌を読もう!! 

   日本臨床細胞学会雑誌の論文紹介文をホームページに掲載：計 5回 

    （第 63巻第 3号～第 6号，第 64巻第 1号） 

 

 

3. 日本臨床細胞学会 eラーニング更新情報 

※ 更新 4回 

 

 

 

 

学術代表幹事 

生澤 竜 

川井 麻衣子 

資料1



第 30 回神奈川県細胞検査士会学術研修会 

 

日 時：令和 8年 3月 14日(土) 13:30～16:30 

会 場：町田市文化交流センター 会議室（けやき）5 階 

主 催：神奈川県細胞検査士会 

神奈川県細胞検査士会 

会長  今井 宏樹 

プログラム 

13:00～  受付開始 

 

13:30～14:00  総 会 

   議長：神奈川県細胞検査士会会長       今井 宏樹 

 

14:00～14:10  休 憩 

 

14:10～15:10  講 演 １ 退任記念講演 

   座長：神奈川県立がんセンター 病理診断科           仲村 武 

   「リンパ節細胞診 鑑別を中心に」 

       横浜南共済病院 病理診断科          今井 宏樹 先生 

 

15:10～15:20  休 憩 

 

15:20～16:20  講 演 ２ 退任記念講演 

   座長：東海大学医学部付属病院 病理検査技術科         町田 知久 

   「   」 

    元・東海大学医学部付属病院 病理検査技術科 

  伊藤 仁 先生 

16:20～     閉会の辞  

   神奈川県細胞検査士会副会長       草苅 宏有 

 

細胞検査士クレジット：申請中 

➢ 学術研修会参加費･･･1,000円 

 ※学生無料  

 

問合せ：神奈川県細胞検査士会 学術研修会 実施委員長 生澤 竜 

聖マリアンナ医科大学病院 病理診断科 

                Tel. 044-977-8111 (内線 2467）e-mail: iku.ryo@marianna-u.ac.jp 

資料2



第 30 回神奈川県細胞検査士会学術研修会予算案 

令和 7 年 12 月 21 日（日） 

学術研修会 

収入の部 

  参加費 ￥1,000 ×100名 ￥100,000 

   計  ￥100,000 

支出の部 

  会場費：会議室「けやき」（定員 120 名） 使用料 ￥50,280 

  会議室「コスモス」（定員 18名）控室    使用料 ￥10,470 

備品費用：プロジェクター（1台）、ワイヤレスマイク（2本） 

合計 ￥10,650 

講演講師謝礼（医師・検査士一律 3万円） 2名分  ￥60,000 

  講師交通費（県内 2000円，隣県 5000円，それ以外全額） 

伊藤 仁 先生（交通費）  ￥2,000 

今井 宏樹 先生（交通費）  ￥2,000 

講師懇親会費補助 2名分 ￥12,000 

花束  2名分 ￥10,000 

記念品   2名分 ￥20,000 

諸経費 ￥5，000 

計   ￥182,400 

収支差：赤字決裁のため繰越金より補填 

  収入  ￥100,000  －  支出  ￥182,400  -￥82,400

計 -￥82,400

懇親会（70名） 

  参加費（講師除く） ￥6,000 × 70人 ￥420,000 

  講師懇親会会費補助 ￥6,000 ×  2人    ￥12,000 

計     ￥432,000 

学術代表幹事 

生澤 竜 

川井 麻衣子 

資料2
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第 30 回神奈川県細胞検査士会学術研修会役割分担および準備 

 

日時：令和 8年 3月 14日(土)  13:30～16:15   

会場：町田市文化交流センター 会議室（けやき） 5階  

集合時間： 12:30 

      

１．役割分担 

  ・司会進行      ：学術（生澤） 

  ・会場関連（設営・照明・マイク等）   ：学術 

  ・受付・・・参加受付・クレジット配布 ：学術（森下・毛利） 

     ・・・参加費徴収・資料配付   ：学術（萩原・宇野） 

・・・領収書     ：庶務（1 名） 

     ・・・懇親会受付・会費徴収   ：会計（補助：学術 横屋） 

    ※学生は無料です（大学院生も無料ですが、学会クレジットを配付） 

 

２．会場設営・準備 

   受付                     ：学術・庶務 

会場（メイン PC・プロジェクター・PC×各 1）  ：学術 

   演者飲み物×2                       ：学術 

   クレジット、受付案内（検査士、学生、その他） ：佐藤・松倉 

   手書き用参加受付名簿・クレジットの申請    ：学術（生澤） 

印鑑、事務用品、領収書等               ：庶務 

   講師謝礼、参加費管理             ：会計 

 

３．懇親会（70 名）   

  時間：17:00～19:00     

  会費：6000 円(研修会参加受付時、集金します) 

    司会進行：学術 

    開会挨拶・乾杯：副会長（草苅） 

     ―歓談― 

    花束・記念品贈呈：副会長、学術 

    伊藤先生・今井先生ご挨拶 

閉会挨拶：副会長 

 

資料2
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子宮の日の活動報告について 

 

2025 年 4 月 6 日（日）に 2025Love49 街頭活動を桜木町駅前にて実施しました。検診受

診促進チラシ、ティッシュなど 1000 部を配布予定でしたが、一部配布した時点で悪天候の

ため活動は中止し、残った配布物は北里大学のオープンキャンパスにて配布しました。収支

は以下の通りです。 

なお来年度は 2026 年４月１２日（日）予備日 4 月１９日（日）を予定しています。日本臨

床細胞学会より新しい T シャツも配布されます。 

 

 

■収入

勘定科目 金額 詳細

助成金 50000 公益社団法人日本臨床細胞学会より

4199 神奈川県臨床細胞学会より

合計 54199

■支出

勘定科目 金額 詳細

会議費 -

交通費 22000 1000円　ⅹ22名分

通信・運搬費 21900
駐車場代金2000円、高速代＋ガソリン代5000円、

送料14900

粗品 8299 飴

消耗品 -

印刷費 -

雑費 -

道路使用許可 2000

合計 54199

資料３

6



資料4



令和7年度　暫定　神奈川県細胞検査士会会計報告　
令和7年4月1日～令和7年11月30日

収入の部

項目 暫定額 概要

雑収入 ¥755
前年度からの繰越金 ¥640,206

合計 ¥640,961

支出の部

項目 暫定額 概要

子宮の日活動費 ¥54,199

学術活動費 ¥1,818

会計活動費 ¥283

合計 ¥56,300

令和　　　　年　　　月　　　日

令和　　　　年　　　月　　　日

資料4
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令和8年度　神奈川県細胞検査士会予算　（案）

収入の部

項目
R6年度
決算額

R7年度
予算額

R8年度
予算額

概要

子宮の日補助金
（日本臨床細胞学会）

¥37,800 ¥50,000 ¥50,000 最大\50,000-補助

子宮の日補助金
（神奈川県臨床細胞学会）

¥0 ¥30,000 ¥30,000 最大\30,000-まで補助

学術研修会参加費　 ¥65,000 ¥100,000 ¥100,000 一人当たり\1,000-
前年度からの繰越金 ¥722,420 ¥720,000 ¥690,000

雑収入 ¥89 ¥0 ¥0
当年度収入合計

（支出額に応じて額が決定される
子宮の日補助金を除く）

¥787,509 ¥820,000 ¥790,000

支出の部

項目
R6年度
決算額

R7年度
予算額

R8年度
予算額

概要

子宮の日活動費 ¥37,800 ¥80,000 ¥80,000 最大\80,000-まで補助有り

庶務活動費 ¥2,000 ¥5,000 ¥5,000
学術活動費 ¥86,200 ¥100,000 ¥100,000

広報活動費
（補助金で賄われる
子宮の日活動費を除く）

¥12,718 ¥15,000 ¥5,000

会計活動費 ¥2,385 ¥5,000 ¥5,000
予備費 ¥44,000 ¥30,000 ¥30,000

当年度支出合計
（補助金で賄われる
子宮の日活動費を除く）

¥147,303 ¥155,000 ¥145,000

次年度への繰越金 ¥640,206 ¥665,000 ¥645,000
適正水準　\500,000-　　以上
緊急時の　3年分活動費用
（約\150,0000-/年）

資料5



学術集会収入　1000円/名
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

139 133 162 139 0 0 0 90 69 65

前年度からの繰越金
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

88.1 89.9 89.9 97.7 93.2 89.5 89.6 78 75.1 72.2 64

損益分岐は予算案通りだと　\1,000/名　で　約155名　　（慶弔費がない場合）
　　　　　　　　実績で考えると\1,000/名　で　約125名　

慶弔費を除く、繰越金の減額はR4以降　　約\30,000/年
つまり、慶弔費など特別な出費がない場合、3~4年後に、適正繰越金水準　\500,000を下回る予測
慶弔費など特別な出費が増えるとより早く下回る
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